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「
原
子
力
発
電
所
見
学
会
」を
実
施
し
ま
し
た

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

普
及
啓
発
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
２
８

　

e-m
ail

：enepla@
dengen.or.jp

ま
で

8月21日　九州電力㈱玄海原子力発電所・意見交換会風景

　

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
（木）
か
ら
二
日
（金）

の
二
日
間
、
東
京
都
目
黒
区
の
「
こ
ま
ば
エ

ミ
ナ
ー
ス
」
に
お
い
て
経
済
産
業
省
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
の
委
託
を
受
け
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ラ
ザ
２
０
０
７
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
会
式
・
基
調
講
演
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
約
三
七
〇
名
が
集
い
、

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
中
野
正
志

経
済
産
業
副
大
臣
よ
り
、
続
い
て
来
賓
の

河
瀬
一
治
全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町

村
協
議
会
会
長
・
敦
賀
市
長
よ
り
ご
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
長

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
２
０
０
７
」を
開
催
し
ま
し
た

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

普
及
啓
発
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
２
８　
　

　

e-m
ail

：fukyu@
dengen.or.jp

ま
で

の
岡
﨑
昌
之
教
授
が
「
電
源
地
域
に
お
け

る
〝
再
生
と
協
働
〞 

の
し
く
み
づ
く
り
〜

地
域
産
業
の
再
生
に
向
け
て
〜
」
と
題
し
て

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
岡
﨑
教
授
は
ま

ず
、
具
体
的
な
事
例
と
数
字
を
も
と
に
「
過

疎
に
悩
む
日
本
列
島
」
を
示
し
た
う
え
で
、

今
ま
で
の
地
域
づ
く
り
は
基
盤
整
備
が
中
心

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
ハ
ー
ド
に
ソ
フ
ト
を
プ
ラ
ス
し

て
、
ソ
フ
ト
で
地
域
再
生
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
、
栃
木
県
茂
木
町
の

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
住
民
と
行
政
が
ど
の
よ
う
に
協
働
を

実
現
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
地
域
の
課
題

は
住
民
側
の
知
恵
を
取
り
入
れ
な
い
と
解
決

で
き
な
い
時
代
に
な
っ
て
お
り
、
お
互
い
の

理
解
を
深
め
、行
政
側
の
「
知
識
」
や
「
財
」

と
住
民
側
の
「
知
恵
」
を
結
集
し
て
、
持
続

的
な
政
策
を
立
案
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
県
内
子

町
の
事
例
を
挙
げ
て
、
地
域
そ
の
も
の
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
都
市
の
個
性
と
農
村
の
個
性

が
対
等
に
交
流
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
は
自
己

実
現
の
志
向
性
が
強
い
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
世

代
が
農
山
村
地
域
に
移
住
し
て
、
こ
う
し
た

外
来
型
の
定
住
者
が
従
来
型
の
地
域
の
人
々

と
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
時
代
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
結
び
ま
し
た
。

　

続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
岡
﨑
教
授
を
は
じ
め
、
高

知
県
・
松
﨑
地
域
計
画
本
舗
の
松
﨑
了
三
氏
、

熊
本
県
人
吉
市
・
ひ
ま
わ
り
亭
オ
ー
ナ
ー
の

本
田
節
氏
、
岩
手
県
遠
野
市
・
N
P
O
法

人
「
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

副
会
長
の
菊
池
新
一
氏
に
よ
り
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
地
域
振
興
事
業
検
討
会
と
し

て
、
電
源
地
域
に
お
け
る
今
日
的
課
題
に
対

応
し
た
「
体
験
交
流
事
業
検
討
会
」「
広
域

観
光
検
討
会
」「
漁
業
振
興
検
討
会
」「
特
産

品
開
発
検
討
会
」「
交
流
事
業
開
発
検
討
会
」

「
循
環
型
地
域
づ
く
り
検
討
会
」
の
六
検
討

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
主
に
午
前
中
は
検
討

会
講
師
の
基
調
講
演
や
事
例
発
表
が
、
午
後

は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、「
地

域
振
興
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
」
と

「
課
題
克
服
に
向
け
た
実
践
的
手
法
の
獲
得
」

に
目
標
が
置
か
れ
ま
し
た
が
、
各
会
場
で
は

講
師
か
ら
の
事
前
質
問
を
も
と
に
、
課
題
克

服
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
そ

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

全国原子力発電所所在市町村協議会会長
敦賀市長 河瀬一治氏

経済産業副大臣 中野正志氏

法政大学現代福祉学部長 岡﨑昌之教授

特産品開発検討会　 11月18日
日本原子力発電㈱東海第二発電所・東海テラパーク（ＰＲ館）

8月27日　中部電力㈱浜岡原子力発電所・バス車中にて講義風景8月29日　関西電力㈱大飯発電所・訓練センター

11月24日　
東京電力㈱柏崎刈羽原子力発電所・サービスホール（ＰＲ館）

11月17日　東北電力㈱女川原子力発電所・ＰＲ館

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
委

託
を
受
け
、
原
子
力
発
電
の
必
要
性
や
安

全
性
、
立
地
地
域
の
実
状
に
対
す
る
認
知

向
上
や
理
解
促
進
を
図
る
「
原
子
力
発
電

所
見
学
会
」
を
全
国
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

年
度
内
に
十
回
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
八
月
に
は
九
州
電
力
㈱
玄
海
原
子
力

発
電
所
、
日
本
原
子
力
発
電
㈱
東
海
第
二

発
電
所
、中
部
電
力
㈱
浜
岡
原
子
力
発
電
所
、

関
西
電
力
㈱
大
飯
発
電
所
の
見
学
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
電
力
消
費
地
で

あ
る
福
岡
市
、
千
葉
市
、
静
岡
市
、
大
阪

市
な
ど
か
ら
教
職
員
や
高
校
生
、
自
治
体

職
員
な
ど
計
一
二
〇
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
に
は
、
東
北
電
力
㈱
女
川

原
子
力
発
電
所
、
日
本
原
子
力
発
電
㈱
東
海

第
二
発
電
所
、
東
京
電
力
㈱
柏
崎
刈
羽
原
子

力
発
電
所
の
見
学
会
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ

仙
台
市
、
東
京
都
下
、
さ
い
た
ま
市
な
ど
か

ら
計
一
一
〇
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
現
地
に
向
か
う
バ
ス
の
中
で
、「
原

子
力
発
電
の
し
く
み
」
や
「
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
情
勢
」
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
講

義
を
行
い
、
ま
ず
参
加
者
に
基
礎
知
識
を
習

得
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
電
所
で
は
、
構
内
を
バ
ス
で
一
巡
、
Ｐ

Ｒ
館
及
び
訓
練
設
備
等
を
見
学
し
た
後
、
発

電
所
の
職
員
や
地
元
自
治
体
職
員
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
。
現
場
の
声
を
聞
け
た
の
が
あ
り
が
た

か
っ
た
」、「
原
子
力
発
電
所
は
マ
イ
ナ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
で
メ
デ
ィ
ア
に
は
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
実
際
に
自
分
の
目
で
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
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「
エ
ネ
ル
ギ
ー
人
形
劇
」を
上
演
し
ま
し
た

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
委

託
を
受
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
人
形
劇
を
上
演

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
原
子
力
発
電
施
設
等
の

新
規
立
地
・
増
設
予
定
地
域
、
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
の
実
施
が
見
込
ま
れ
る
立
地
地

域
及
び
既
設
立
地
地
域
の
次
世
代
を
担
う

子
供
達
が
、
将
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
、

環
境
問
題
等
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
・
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
、

環
境
問
題
等
へ
の
関
心
を
喚
起
し
、
正
し

い
知
識
の
普
及
啓
発
と
理
解
促
進
を
目
的

と
す
る
も
の
で
、
全
国
八
カ
所
で
計
十
六

回
上
演
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
月
に
は
、
青
森
県
む
つ
市
「
消
費
生

活
展
」、
福
井
県
高
浜
町
「
親
子
ふ
れ
あ
い

広
場
」及
び
愛
媛
県
伊
方
町「
町
民
文
化
祭
」

に
て
上
演
し
、
合
計
四
三
二
名
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
は
、
福
島
県
大
熊
町
「
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」、
静
岡
県
御
前
崎
市
「
産
業

ま
つ
り
」
及
び
北
海
道
泊
村
立
泊
小
学
校

に
て
上
演
し
、
合
計
六
五
五
名
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
形
劇
は
「
え
ね
お
（
元
気
だ
が
少
し

わ
が
ま
ま
な
男
の
子
）」
と
「
ニ
ャ
ー
コ
（
も

の
知
り
な
ネ
コ
）」
が
「
Ｃ
Ｏ
２
発
生
怪
獣
ニ

サ
ゴ
ン
」
と
戦
い
、
最
後
に
は
三
人
で
地
球

環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
い
う
内
容
で
、

二
十
五
分
間
程
度
で
す
。

　

ご
覧
い
た
だ
い
た
方
に
お
配
り
し
て
い
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ニ
絵
本
」
巻
末
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
も
っ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
」「
な

ぜ
今
地
球
が
大
変
な
の
か
分
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
㈱
の
委
託
を
受
け
、
十
一
月

二
十
一
日
（水）
〜
二
十
二
日
（木）
、
三
十
日
（金）

〜
十
二
月
一
日
（土）
の
四
日
間
、「
で
ん
き
の

ふ
る
さ
と
新
潟
げ
ん
き
フ
ェ
ス
タ
in
ご
は
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
七
月
十
六
日
に
発
生
し

た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
未
曾
有
の
打

撃
を
受
け
た
新
潟
県
に
つ
い
て
、
現
在
の

震
災
復
興
に
向
け
た
元
気
な
姿
を
「
特

産
品
・
伝
統
文
化
・
観
光
」
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
被
災
し
た
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
正
確
な
情
報
発

信
を
通
じ
て
地
域
の
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
、「
電
気
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
新
潟
」
と

「
電
気
の
消
費
地
で
あ
る
首
都
圏
」
の
交
流

を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　

東
京
・
有
楽
町
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
に
あ
る
「
ご
は
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
実

施
し
、
新
潟
の
酒
を
は
じ
め
と
す
る
物
産
展

や
最
新
の
観
光
情
報
、
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

「
つ
か
み
ど
り
大
会
」、
新
潟
の
家
庭
料
理

「
の
っ
ぺ
汁
の
ふ
る
ま
い
」
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
新

潟
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教
室
や
、
新
潟
の

名
物
女
将
に
よ
る
観
光
案
内
ク
イ
ズ
な
ど
を

行
い
、
約
一
万
五
千
人
の
来
場
者
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■「
エ
ネ
ル
ギ
ー
人
形
劇
」の
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

普
及
啓
発
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
２
８　
　

　

e-m
ail

：fukyu@
dengen.or.jp

ま
で

むつ市「消費生活展」にて、上演風景

物産展ブースにて

ステージにて、新潟の名物女将による観光案内クイズ

り
く
だ
さ
い
。な
お
、
当
選
の
発
表
は
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　
「
電
気
の
ふ
る
さ
と 
じ
ま
ん
市 

産
品
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
」は
、
九
月
末
を
も
っ
て
残
念
な

が
ら
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
ご
愛

顧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

　

特
集
の
取
材
で
安
芸
高
田
市
を
訪
問
し
た

際
、「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
川
根
」
に
宿
泊

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夕
食
は
地
元
の

主
婦
の
方
々
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
郷
土
料

理
。
見
事
な
鮎
の
塩
焼
き
に
感
動
！
し
ま
し

た
。
都
会
の
喧
騒
か
ら
離
れ
、
豊
か
な
山
々

を
眺
め
る
う
ち
に
自
然
と
開
放
さ
れ
て
い
く

心
。「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
な
ら
ぬ
「
心
の

ふ
る
さ
と
」
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。
（M）

人事往来 【
Ｖ
ｏ
ｌ
・
８
・
９ 

読
者
の
声
か
ら
】

●
ど
こ
の
地
域
も
、
自
分
た
ち
の
町
の
特
色

を
生
か
そ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
様
子
が
誌

面
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
何
か
一
つ

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。

（
宮
城
県
東
松
島
市　

女
性
）

●
首
都
圏
の
電
気
を
ま
か
な
っ
て
い
る
地
域

の
産
品
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
意
義
の
有

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
福
島
県
福
島
市　

女
性
）

●
本
誌
の
記
事
は
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
何
で

も
出
来
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
ね
。
小
さ
な
力

も
合
わ
さ
れ
ば
、
大
き
な
力
に
な
る
ん
だ

と
私
に
パ
ワ
ー
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

●電源立地都道府県知事（平成19年８月～10月選挙分）
都道県名 氏名 当選月日

埼玉 上田　清司 8月26日

●電源地域市町村首長（平成19年８月～ 10月選挙分）
市町村名 氏名 当選月日

甲佐町（熊本） 奥名　克美 8 月 19 日

中富良野町（北海道） 四方　昌夫 8 月 21 日

鮫川村（福島） 大樂　勝弘 8 月 21 日

盛岡市（岩手） 谷藤　裕明 8 月 26 日

天栄村（福島） 兼子　司 8 月 28 日

女川町（宮城） 安住　宣孝 9 月 4日

大熊町（福島） 渡辺　利綱 9 月 4日

都農町（宮崎） 河野　正和 9 月 9日

関市（岐阜） 尾藤　義昭 9 月 16 日

三島町（福島） 齋藤　茂樹 9 月 26 日

岩内町（北海道） 上岡　雄司 9 月 30 日

上関町（山口） 柏原　重海 9 月 30 日

平内町（青森） 逢坂　雄一 10 月 17 日

野辺地町（青森） 亀田　道隆 10 月 14 日

廿日市市（広島） 眞野　勝弘 10 月 21 日

中津市（大分） 新貝　正勝 10 月 14 日

五木村（熊本） 和田　拓也 10 月 21 日

袖ヶ浦市（千葉） 山口　清 10 月 28 日

「
で
ん
き
の
ふ
る
さ
と 

新
潟
げ
ん
き
フ
ェ
ス
タ

 

in
ご
は
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
開
催
し
ま
し
た

私
に
も
何
か
出
来
る
は
ず
・
・
・
。

（
宮
崎
県
延
岡
市　

女
性
）

●
福
井
県
越
前
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

カ
ニ
や
水
仙
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

越
前
ガ
ニ
や
甘
エ
ビ
、
カ
レ
イ
な
ど
の
新

鮮
な
海
産
物
が
豊
富
で
、
ま
た
、
運
が
良

け
れ
ば
「
波
の
華
」
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
波
の
華
」
と
は
、
厳
寒
期
海
岸
に

打
ち
寄
せ
る
波
が
白
い
泡
状
に
な
り
、
こ

の
泡
が
強
風
に
よ
り
舞
い
上
が
る
様
子
が

花
び
ら
が
宙
に
舞
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
福
井
県
越
前
町　

女
性
）

●
私
の
住
ん
で
い
る
青
森
県
黒
石
市
で
は
、
今

「
焼
き
そ
ば
」
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る

動
き
が
起
き
て
い
ま
す
。
市
内
五
十
七
箇

所
の
焼
き
そ
ば
取
扱
店
を
掲
載
し
た
「
焼

き
そ
ば
マ
ッ
プ
」
が
商
工
会
議
所
か
ら
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
黒
石
名
物
の
「
つ
ゆ
焼

き
そ
ば
」
な
ど
が
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ

れ
て
い
ま
す
。

【
黒
石
商
工
会
議
所
：http://w

w
w
.k-cci.or.jp

】

（
青
森
県
黒
石
市　

女
性
）

【
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

今
号
の
特
集「Pick U

p!

」に
ご
登
場
い
た
だ

き
ま
し
た
広
島
県
安
芸
高
田
市
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
川
根
柚
子
振
興
協
議
会「
柚
子
し
ず
く(

柚

子
ジ
ュ
ー
ス
）」一
八
〇
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル

六
本
入
り
を
五
名

様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　

と
じ
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
に
本
紙
へ

の
ご
意
見
、ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入
の
上
、平
成

二
十
年
一
月
二
十
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
お
送


